
The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

『

東
瀛
詩
選
』　

　

に

見
ら
れ
る

兪
極
の

修
改

菅
茶
山
の

『

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
』

と
の

比

較
を

通
し

て

郭

穎
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は
じ

め
に

　
菅
茶
山

（
一

七

四

八

〜
一

八

二

七
）

は

名

を

晋
帥
と

言
い

、

広

島
県
神
辺
の

出

身
で

、

江

戸
後

期
を
代
表
す
る

詩
人

で

あ

る
。

彼

の

漢
詩
集

『

黄
葉
夕
陽

村
舎
詩
』

は
、

文
化
九

年
（

一

八
一

二
）

か

ら

天

保
三

年
〔
一

八

三

二
）

に

か

け

て

刊
行
さ

れ
、

全

三

十
巻

か

ら

成
っ

て

い

る
。

詩
の

排
列

順
序
か

ら
見
て

、

清
末
の

学
者

兪

極
は

日

本
漢
詩
集
『

東

瀛
詩
選
』

を

編

纂
す
る

際
、

こ

の

『

黄

葉

夕

陽

村
舎
詩
』

を

参
考
に

し

て
、

そ
の

中
か

ら
百
二

十

首
の

詩
を

　
　

　

　
　

　

　
　

　
エ

　

採
録
し

た
こ

と

が

分
か

る
。

　
兪
極
は

菅
茶
山
つ

い

て
、

　

字
禮

卿、

號
茶
山
、

備

後
人

。

著

有
黄
葉
夕

陽
村
舍
詩
八

巻
。

禮
卿
、

詩

各
體

皆
工

。

而
憂
時
感
事
之

忱
、

往
往
流
露

行
間

、

亦
彼

中
有
心

人
也

。

其
「

開
元

琴
」

一

首
、

借
題
抒

憤、

可
想
見
其
懐
抱

。

七

律
中
如
「

耕
牛
」

・
「

龍
盤
」

等
題
、

皆
摘
首
句
二

字
爲
題
、

實
非

題
也

。

命
意
所

在
、

亦

有
不
可

揣
測
者

。

然
語
意
悲
壮
、

氣
骨
開
張、

不

失
爲
名
作

。

（

字
は

禮

卿、

號
は

茶
山
、

備
後
の

人
な

り
。

た

譜
に

黄

葉
夕

陽
村
舍

詩
八

巻

有
り

。

禮
卿

、

詩

の

各
體

皆

工

な

り
。

而

し

て

時

　

　
　

　

　
　

　

　

ま

こ

と

を

憂
へ

事
に

感
ず
る
の

忱
、

往
往

行
間
に

流

露
し
、

亦
た

彼

中
に

心

有
る
の

人
な
り

。

其
の

「

開
元

琴
」

一

首
、

題
を

　

　
い

き

ど

ほ

　

　
　
　

の

借
り

憤

り

を

抒
べ

、

其
の

懐
抱
を
想
見

す
べ

し
。

七

律
の

中
「

耕
牛
」

・

「

龍
盤
」

等
の

題
の

如

き

は
、

皆

首
句
の

二

字

　
と

を

摘
り

て

題

と

爲
す
も

、

實
は
題
に

非
ざ
る

な

り
。

命
意
の

在
る

所
も、

亦
た

揣
測
す
べ

か

ら

ざ

る

者

有
り

。

然
れ

ど
も

語

意
は

悲
壮
に

し

て
、

氣

骨
は
開
張
し

て
、

名

作
た

る

を
失

は

ず
。

）

　

　

　
　

　

　
　

　ハ
　

ね

と

高
く

評
価
し
て

い

る
。

　

そ
の
一

方
、

兪
極
は

菅
茶
山
の

作
品
を

収

録
し

た

時
、

修

改
も

加
え
て

い

る
。

本

稿
で

は
、

『

東

瀛
詩
選
』

と
『

黄
葉
夕

陽
村
舎
詩
』

の

異
同

を

考

察
し

て
、

兪

櫨
の

日

本
漢
詩
に

対

す
る

修
改

方

針
を

明
ら
か

に

す
る
一

助
と

し
た
隠
建
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　一

　

避
諱

・

第
8
首

（

前

編
巻
一

15
）

「

有
鳥
三

首
有
感
而

作
」

其
一

…

音
聲

令
人
悗、

毛
彩
使
人

國
↓
眩

・

第
32
首

（

前

編
巻
二

36
）

「

行
路
難
爲
某
生

作」

其
二

…

我
絶
玄

海
踰
蘇
山、

輪
摧

柁
折
猶
生
還
↓
元

・

第
36
首

（

前

編
巻
二

59
）

「

田

家
」

…

陂
塘
閘
開
風
始
薫

、

野
川

堰

成
路
正

瀏
↓
溘

・

第
38
首

（

前
編
巻
三

40
）

「

開
元
琴
歌
西

山
先
生

宅

同

諸
子

分
賦

席
上

器

玩
余
得
此
」

…

黝

樔
半
剥

梅
花
斷

、

冰
色
偏

昏
流
水

細

↓
絃

・

第
56
首
（

前

編
巻
五

62
）

「

題
李
溪
居
士

擬
古
詩

卷
後
應
頼
千

秋

需
」

…

少

年
恃
才
且

夸
富、

捜
覓
饐
釘
御
奇
珍
↓

衒

・

第
70
首
（

前
編
巻
八
51
）

「

浦

島
子

歸
家
圖
」

…

黽
鼓
蟹

細
侑
醗

醵、

鰲
無
魴
瓣
紅

螺
杯
↓
絃

・

第
74
首

（

後
編
巻
一

22
）

「

春
日

出
遊
寄
道

光
師
」

…

春
風
何
處

無
遊
嬉、

林
丘

自

與
野
性
宜
↓

丘

・

第
03
首

（

後
編
巻
五
2

）

「

人

日

與
諸
子

分
勝
裡
金
花

巧
耐
寒
句

　

ユ

爲

韻
得
巧

字
」

…

今
日

是
人
宜

盡
歡

、

我
才
非
鬼
寧
爭
巧

↓

奚

・

第
13
首
（

後
編
巻
七
71
）

「

大
槻

刻
澤
六

十
壽
言
」

↓
元

　

ユ

・

第
13
首
（

後
編
巻
七

71
）

「

大
槻
玄
澤
六

十
壽
言
」

−・

吾
願
先
生

　

　

壽
不
騫、

益
錬

其
術
弘
其
傳
↓
宏

　
「

玄
」

は

清
の

聖

祖
玄

燵
の

諱
な
の

で
、

兪
櫞
は

そ

れ

を

避
け

る
た

め
、

「

眩
」

（

第
8
首
）

、

「

元
」

（

第
32
首
）

、

「

絃
」

（

第
38
首
）

、

「

衒
」

（

第
56
首
）

、

「

絃
」

（

第
70
首
）

、

「

元
」

（

第
13
首
）

の

よ

う

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

に

欠
筆
や
別

字
に
し

て

い

る
。

ま
た
、

「

寧
」

は

清
の

宣
宗
旻
寧
の

諱
、

「

弘
」

は

清
の

高
宗
弘
歴
の

諱
、

「
丘
」

は

孔
丘

の

諱
な
の

で
、

「

瀝
」

（

第
36
首
）

、

「

奚
」

（

第
03
首
）

、

「

宏
」

（

第
13
首）
、

「

丘」

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

ユ
　
　ロ
　
ソ
　

　
　
　
　
　

ニ

（

第
74
首）

と

同
様
に

避

諱
し

て

い

る
。

　

　

二

　

押
韻

・

平
仄
の

訂
正

（

1
）

押
韻

・

第
12
首
（

後

編
巻
七

6
）

「

二

月
廿
六

日

竹
田

器
甫
甲
原
元

壽
西

　

　

歸
因

憶
去

年

與
二

子

同

還

自
荏

都
亦

以
是
口

發
程

賦
此

送

別
」

…

不
知

明
年
定
何
如

、

君

在
官
羈
我
老

衰
。

老
衰
髓
觸
易
愴
神

、

　一

朝
況

送
二

故
人

↓
矣、

我

　
原

作
の

6

句
目
と

7
句
目

「

君
在
官
羈
我
老
衰

。

老

衰

隨
觸
易

愴
神
」

（

君
は

官

羈
に

在
り
て

我
は
老
衰
た

り
。

老
衰

觸
に

隨
ひ

て

愴
神
し

易
く

）

を
「

君
在

官
羈
我
老
矣

。

老
我
樋
觸
易
愴
神
」

（

君

は

官
羈
に

在
り
て

我
は

老
ゆ

。

老
い

し

我

觸
に

隨
ひ

て

愴
神
し

易

く
）

に

修

改
し

て

い

る
。

こ

の

原
詩
の

脚
韻
は

、

「

程
」

・

「

行
」

・

「

喜
」

・
「

衰
」

・
「

人
」

・
「

春
」

・
「

別
」
・

「

日
」

で

あ
る

。

2
句
目

の

「

程
」

と

4
句
目
の

「

行
」

が

下

平
声
八

庚
韻
と

下
平
声
七

陽

韻
、

10
句
目
の

「

人
」

と

12
句
目
の

「

春
」

が

上

平
声
十
一

眞
韻

、

14
句
目

の

「

別
」

と
16
句

目
の

「

日
」

が

入

声
九

屑
韻
と

入

声
四

質
声
で

あ
る

。

6
句
目
の

上
声

四

紙

韻
の

「

喜
」

と
8

句
目
の

上

平
声

三

江
韻
の

「

衰
」

の

み

韻
が

合
わ
な
い

。

そ
こ

で
、

兪
欅
は

8

句
目
の

句
末
の

．

衰
」

を
上

声
四

紙

韻
の

「

矣
」

に

改
め

る
こ

103
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と

で
、

6

句
目
の

「

喜
」

と

韻
を

合
わ

せ

て

い

る
。

こ

の

修
改
に

よ
っ

て
、

次
句
上
二

字
も

「

老
我
」

に

改
め

た

と

思
わ

れ

る
。

（

2
）

平
仄

・

第
3
首
（

前
編
巻
一

8
）

「

感
事
贈
拙

齋
先
生
」

其
三

…

嚴
冬

繁

霜
雪
、

我
心

劃
端
↓
鬱
不
伸

・

第
34

首
（

前
編
巻
二

59
）

「

偶
成
」

…

人
生

須
臾
有
興

廢
、

海

潮

昏
旦

自
波
瀾
↓
世

・

第
73
首

（

後
編
巻
一

17
）

「

中
秋
無
月
有
期
不

至

賦
此

代
柬」

…

秋
來
計
目

待
會
見

、

豈
知
君
心

容
易
變
↓
相

　
第
3
首
の

「

多
憂
端
」

は

平
三

連
、

第
34
首
の

二

字
目
の

「

生
」

と
四

字

目
の

「

臾
」

は

同
じ

平
声

、

第
73
首
の

「

待

會
見
」

は

仄

三

連
な
の

で
、

修
改
し

て

い

る
。

　

　

三

　

表
現
の

修
正

・

第
11
首

（

前
編
巻
一

20
）

「

御
領
山
大

石

歌
」

…

如

今
朝
野

尚
因

循
、

苟
有
所
爲
觸
渠
嗔
↓
人
所

・

第
16
首
（

前
編
巻
一

46
）

「

春
郊
」

…

問
字
頻
過

楊
子

宅
、

袖
茶

時

叩
玉

川
門
↓
送

・

第
19
首
（

前
編
巻
　

50
）

「

吉
備
公

廟」

…

爲
能
血

食
經

千
歳、

輔
信
和
羹
美
一

時
↓
始

・

第
27

首
（

前
編
巻
二

8
）

「

麗
讌
」

・
：

芳
草
柳
陰
劃
引

牧
馬
、

夕
陽

花
外
杙
漁
舟
↓
眠

・

第
32
首
（

前
編
巻
二

36
）

「

行
路
難
爲

某
生

作
」

其
二

…

神
龍
能

變
化

、

躍
在
淵
飛

在
天

↓
則

在

・

第
56
首
（

前
編
巻

五
62
）

「

題
李
溪
居
士

擬
古

詩
卷
後
應
頼
千
秋

需
」

…

江

南
名
家
如
鰤
魚、

獨
有
李

溪
寂
聲
塵
↓
鰤

・

第
71
首
（

前
編
巻
八

73
）

「

元

日
」

…

樂
事

要
相
及
、

浮
生

附
奈

何
↓
能

幾

・

第
09
首

（

後
編
巻
六

38
）

「

上

巳

渉
大
猪
水
作
懷
伊
勢
藤
子

文」

…

同

人
建

議
畭
酒

肴
、

相
慶
兼
亦
作
三

巳

き
上

・

第
13
首

（

後
編
巻
七
η
）

「

大
槻
玄

澤
六

十

壽
言
」

…

不
龜
手
方

　

　
ユ

非
異
藥、

運
用
在
心

人

誰
度
↓
難

　
第
11
首

の

「

如

今
朝
野
尚

因
循

、

苟

有
所

爲
人

所
嗔
」

（

如
今

　

　
　
　

　
　
　

　
い

や

し

朝
野

因

媚
を

尚
ぶ

、

苟

く

も

爲
す

所
有
れ

ば

人
の

嗔
る

所

と
な

る）

の

下

句
は

、

原
詩
で

は

「

苟
有
所
爲
觸
渠
嗔
」

（

苟
く

も

爲
す

　

　
　
　
か

れ

　
　
い

か

所
有
れ
ば

渠
の

嗔
り

に

觸
る）

に

作
る

。

兪
極
は

「

渠
」

が

俗
語

的
で

雅
で

は

な
い

と

思
っ

て

改
め

た
の

で

あ
ろ

う
。

　

第
16
首
の

「

問
字
頻
過

楊
子

宅
、

送
茶

時

叩
玉

川
門
」

（

字
を

問

　

　
　
　

　
よ

ひ

て

頻
り

に

過
ぎ
る

楊
子
の

宅、

茶
を

送
り

て

時
に

叩
く

玉

川

の

門）

の

下
句
は、

原
詩

で

は

「

袖
茶

時
叩
玉

川

門
」

（

茶
を

袖
に

し

て

時
に

叩
く

玉

川
の

門）

に

作
る

。

奇
字
の

こ

と

に

つ

い

て

は

揚
雄
の

も
と

を

尋

ね
、

お

茶
の

葉
を

持
っ

て

盧

全

の

ド

ア

を

叩

く

と
い

う
意
味
で

あ
る

。

揚

雄
は

古
文
字
を

よ

く
知
っ

て
い

た
の

で
、

酒
を

携
へ

て

行
っ

て

問
ね

る

者
が

多
い

。

盧
全

は

號
が

玉

川
子

で

あ
り、

茶
を

好
む
こ

と

で

世
間
に

知
ら
れ
て

い

る
。

「

袖
茶
」

と
い

う
言

葉
は
、

宋
代
禅
僧
釈
慧
空
の

「

贈
齢
首
座
主

庵
」

其
三

の

「

待

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
す
べ

我
寒
衣
都
補
了

、

袖
茶

來
訪

钁
頭
邊
」

（

我
が
寒
衣
の

都
て

補
了

す
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を
待
ち
て、

茶
を

袖
に

し

て

來
訪
す

钁
頭
の

邊
）

に

も
見

ら

れ

る
。

こ

れ

は
、

茶
葉
で

は
な
く
、

湯
を
注
い

だ

お

茶
を

袖
に

く
る

む

意
で

あ
る

。

中
国
の

詩
で

、

「

袖
」

の

字
を
動
詞
に

使
う
と

き
は、

一

般
的
に

隠
し

て

お
く
意
に

な
る

。

例
え

ば
、

「

古
詩
十
九

首
」

其

十
七

（

『

文

選
』

巻
二

十
九
）

に

「

置
書
懐
袖
中

、

三

歳
字
不

滅
」

（

書
を

懐
袖
の

中
に

置
き

、

三

歳

字

滅
せ

ず
）

と

あ
る

よ

う
に
、

手

紙
な
ど

の

私
物
を
袖
に

入

れ

て

い

た

の

で

あ

る
。

後
に

、

「

袖
手
」

・

「

袖
鉗
鎚
」

・
「

袖
詩
」

な
ど
、

手
や

武

器、

ま

た

は

詩

作
を
袖
に

隠
す
意
で

使
わ
れ

て
い

る
。

私
物
や
、

人
目
に

触

れ
て

は

困

る

物

を

隠
す
の

が

「

袖
〜

」

で

あ
る
の

で
、

人

に

も
の

を

贈
る

時
に

は

使
用
し

な
い

。

兪
櫞

ほ
、

「

袖
茶
」

の

表

現
に

違
和
感
を

懐
い

て
、

「

送
茶
」

に

変
え

た

で

あ
ろ

う
。

　

第
19
首
の

「

爲
能
血

食
經

千
歳

、

始
信
和
羹
美
一

時
」

（

爲
に

能

　

　
　
　
　

　
　
へ

く
血

食
し

千
歳
を

經
、

始
め

て

信
ず
和
羹
一

時
に

美
な

る

を）

の

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
う
た

下
句
は

、

原
詩
で

は

「

轉
信
和
羹
美
一

時
」

（

轉
た

信
ナ

和
羹
の
一

時
に

美
な

る
を
）

に

作
る

。

今
千

年
を

経
て

初
め
て

吉

備
公
の

当

時
の

政
策
が

良
か
っ

た

と
信
じ

ら

れ

る
と
い

う
意
味
で
あ

る
。

「

轉
」

（

次

第
に
）

よ

り、

「

始
」

の

方
が
適
切
だ

と
判
断
し
、

改
め

た

と

思
わ

れ

る
。

　

第
27
首
の

「

芳
草
柳

陰
眠

牧
馬

、

夕

陽
花
外
杙
漁

舟
」

（

芳
草
柳

　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
つ

な

陰
に

牧
馬

眠
り

、

夕

陽
花
外
に

漁
舟
を

杙
ぐ

）

の

上
句
は
、

原
詩

で

は

「

芳

草

柳
陰
羣

牧
馬
」

（

芳

草
柳
陰
に

牧
馬

羣
が

る
）

に

作

る
。

木
陰
の

あ
た

り
に

は
馬
が

群
が

り
、

夕

陽
が

照
ら

す
花
の

向

こ

う
で

は

漁
船
が

繋
が

れ
て

い

る

と

い

う

意
で

あ
る

。

中
国
語
で

は

「

群
馬
」

は
、

群
が

る

馬
の

意
で

あ
り

、

「

群
」

が

動

詞

と
し

て

「

馬
」

の

前
に

置
か

れ
る

こ

と

は

な
い

。

そ
こ

て
、

兪

褪
は

動
詞

と

し

て

違
和

感
が

無

く、

更
に
の

ん

び

り

と

し

た

休

息
の

雰
囲

気

も

与

え

る
こ

と

の

で

き

る

「

眠
」

の

字
に

改
め

た

も

の

と

思

わ

れ

る
。

　

第
32
首
の

「

神

龍
能

變
化

、

躍

則
在
淵

飛
在
天
」

（

神
龍
能
く
變

化
し
、

躍
れ

ば

則
ち

淵
に

在
り

飛
べ

ば
天

に

在

り
）

の

下

句
は
、

原
詩

で

は

「

躍
在
淵
飛

在
天
」

（

躍
れ

ば
淵
に

在
り

飛
べ

ば

天

に

在

り
）

に

作
る

。

六

言
の

句
に

「

則
」

の
一

字

を

入

れ

る
こ

と

で
、

五

言
と

七

言

の

組

み
合
わ

せ

に

改
め

、

詩

句
の

リ
ズ

ム

を

整
え

る

よ

う
に

し

た
の

で

あ
ろ

う
。

　

第
56
首
の

「

江
南
名
家
如
鰤
魚

、

獨
有
李
溪
寂
聲
塵
」

（

江

南
の

名
家
の

鰤
魚
の

如

き
も

、

獨
り

李
溪
有
り

て

聲
塵
寂
た

り
）

の

「

鰤

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
あ
し

魚
」

は
、

原
詩
で

は
「

鰤
魚
」

に

作
る

。

「

鰤
魚
」

は

鯵
の

こ

と

で
、

中
国
人

に

と
っ

て

馴
染
み

が
な
い

の

で
、

「

鰤
魚
」

（

ふ

な
）

に

改

め

た
と

思
わ

れ
る

。

　

第
71
首
の

「

樂
事

要
相
及

、

浮
生
能

幾
何
」

（

樂

事

相
ひ

及
ぶ

　
も

と

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
い

く

ば
く

を

要

む
れ
ど

も
、

浮

生

能
く

幾

何
ぞ
）

の

下
句
は
、

原

詩
で

は

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
い

か

ん

「

浮
生

附
奈
何
」

（

浮
生

附
す

る
こ

と

奈
何
）

に

作
る

。

「

附
奈
何
」

は

聞

き
慣
れ
な
い

言

葉
で

意
味
が

分
か

り

に

く
い

の

で
、

「

能
幾
何
」

に

改
め

た
の

で

あ

ろ

う
。

鶴
首
の

「

同

蘿
犠
畭
酒

肴、

相
慶
兼
亦

作

占
」

（

同

必

議
を

建
て

て

酒

肴
を

畭

り
、

相
ひ

慶
し

て

兼
ね

て

亦
た
上

巳

を

作

す
）

の

「

上

巳
」

は
、

原
詩
で
は

「

三

巳
」

に

作

る
。

茶
山

は

平

仄
の

関

係

で
、

「

三
」

に

し
た

と

思

わ

れ

る
が

、

こ

れ

は

古
詩
な
の

で
、

平
仄
に

拘
ら
ず
詩
題

に

従
っ

て

「

上
」

に

改

め

た

と

思

わ

れ
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。

　

第
m
首
の

「

不
龜
手
方
非
異

藥
、

運
用

在
心
人
難
度
」

（

不

龜
手

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
は
か

の

方

異
藥
に

非
ず、

運
用

心

に

在
り

人

度
り

難
し

）

の

「

人

難

度
」

は
、

原
詩

で

は

「

人
誰
度
」

（

人

誰
か

度
ら

ん
）

に

作
る

。

手

足
の

ひ

び

や
あ

か

ぎ
れ

を
防

ぐ
薬
は

特

別
な
も
の

で

は

な

く、

そ

れ

を

上

手

く
活
用

で

き
る

か

ど

う

か

は
、

そ

の

人
の

心

の

次
第
だ

と
い

う
意
で

あ
る

。

「

人
誰
度
」

は

反
語

の

表

現
で

、

誰
も

推
測
す

る

こ

と

が

で

き

な
い

と

い

う
完
全
な
否

定
の

意
味
に

な
る
の

で
、

改
め

た
の

で

あ
ろ
う

。

　
　

　
四

　
詩
句
削
除

　
次
の

七

首

は
、

『

東
瀛
詩
選
』

で

は
、

削
除
さ

れ
た

箇
所
が
あ
る

。

傍
線
部
が

兪
極
に
よ
っ

て

削
除
さ
れ

た

部
分
で

あ
る

。

・

第
6
首

昇
平

百

餘
年

人

文

隨
日

盛

作

賦
輕
楊
馬

談
經

蔑
盧
鄭

周
末
競
奇
論

晉
初
尚
怪
行

時
名

或
得
之

無
迺
叛
先
聖

大
道
竟
多
岐

憑
誰
辨
邪
正

「

寄
肥
後
薮
先
生
」

　
　
　

　
其
一

昇
平

百

餘
年

人
文

日

に

隨
ひ
て

盛
ん

な

り

賦
を
作
り

て

は

楊
馬
を

輕
端
じ

經
を
談
じ

て

は

盧
鄭
を

蔑

む

周
末

奇
論
を

競
ひ

晉

初

怪
行
を

尚
ぶ

欝
蛯

或
い

は

之
を

得
る

も

迺

ち
先
聖
に

叛

く
こ

と

無
か

ら
ん

や

大
道
に

は

竟
に

岐
多
し

　
　
よ

誰
に

憑
っ

て

邪
正

を

辨
ぜ
ん

西
方
有
美
人
　
　
西

方

に

美
人

有
り

容
姿
也
罕
比羇翻鋼鑞翻

吾 居 服 身 腰 容
は る 「 に に 姿
之 所 る 支 慧 も
に は 所 荷 臣 也

從 光 は の の た
ひ

て

遊
ば

差
を

生

一
蔵

朴
な
り

衣
を
著
く

偏

有
り

比

罕
な

き

レ

ん と り

と

欲 も

る

も

無

翼
可

奮
飛
　
　
翼
の

奮
飛

す
可
き

無
し

　
「

西

方
」

と

は、

肥

後
の

国
を

さ

し

て
い

る
。

「

美
人
」

と

は

才

徳
の

優
れ
た

人

で
、

こ

こ

で

は

菅
茶
山
が

詩
を

寄
せ

た

相
手

で

あ

る

薮
先
生

を
指
す

。

前
半

部
分
で

は

当
時
の

学
問
の

流
派
が

色
々

あ
っ

て
、

ど

れ

が

良
い

の

か

ど

れ

が

良
く
な
い

の

か

判
断

し

難
い

と
詠
っ

て

い

る
。

「

西

方
」

以

下
の

後
半
で

は
、

薮
先
生

を

褒
め
、

先
生
の

所
に

行
き

た
い

と

詠
う

。

菅
茶
山
は

薮
先
生
へ

の

思
い

を

中
心

に

詠
っ

た

の

だ

が
、

兪
腿
は

前
半
の

学
問
に

関
す
る

部

分
に

の

み

関

心

が

あ
っ

た

の

で
、

後
半
の

情
の

部
分
は

採
録
し

な
か
っ

た
の

で

あ
ろ

う
。

・

第
7
首

我
本
農
家
子

生

長
事
躬
耕

　一

朝
改
舊
業

追
師
學
聖

經

聖
經
豈

易
學

「

寄
肥
後
薮
先
生
」

　
　

　
　
其
二

我
れ

本
と

農
家
の

子

生

長
し

て

躬
耕
を

事
と

す

一

朝

舊
業
を

改
め

師
を

追
ひ
て

聖

經
を

學
ぶ

聖
經

豈
に

學
び

易
か

ら
ん

や
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駑
駘
苦
脩
程

　
　
駑

駘

脩
程
に

苦
し

む

中
問

罹
疾
病

　
　
中
間

疾
病
に

罹
り

覊
諷

　

ー

青
年

如
流
水劉

隴
臥
漸
就
荒

詩
書
未
能
明

思
之

心
自
愧

輾
轉
徹
難
鳴

洲
上

杜
衡
草

隔
岸
揚
芳
馨

欲
採
臨
渡
口

秋
水

森
盈

盈

青
年
は

流
水
の

如
く

隴
畆
は

漸

く

荒
に

就
き

詩
書
は

未

だ

明
ら
か

に

す
る
こ

と
能
は

ず

之
を

思

ひ

て

心

に

自
ら
愧
じ

輾

轉
し

て

難
鳴
に

徹
す

洲
上

の

杜
衡
草

岸
を

隔
て

て

芳
馨
を

揚
ぐ

採
ら

ん

と

欲
し

て

渡
口

に

臨

め

ぱ

秋
水

は

森

と
し

て

盈

盈
た

り

　

中
間
の

「

中
間

罹
疾

病、

形
迹

乖
素
誠

、

青
年
如
流
水

、

蹉

艶

何
所
成
」

は
、

菅

茶
山
が

修

学
の

途

中
で

病
気
に

罹
り

、

素
志
に

背
い

て

し

ま

い
、

若
い

時

代
は

流
水
の

如
く

に

過
ぎ
去

り
、

つ

ま

ず
い

て

何
も

成
就
す
る

と

こ

ろ
が

な

か
っ

た

と

述

懐
す

る

と

こ

ろ

で

あ
る

。

こ

の

四

句
は

詩
全

体
の

雰
囲

気
を
暗
く

し

過
ぎ

、

雅
を

損
ね
る
た

め

に

削
除
さ
れ

た
で

あ
ろ

う
。

・

第
8
首
「

有
鳥
三

首
有
感
而

作
」

其
｝

有
烏
丹
冗
來

將
雛
息
城
門

音
聲
令
人

悗

鳥
有

り

丹

穴
よ
り

來
り

雛
を

將
ゐ

て

城
門
に

息
ふ

音
聲

人

を
し

て

悦
ば
し

め

毛
彩
使
人
眩

自
稱
鳳
凰

使

頗
能
張
威
懽

攫
身
嚇
鶩
輩

刷
毛
狎
鶴
班

雜
禽
接
武
至

嬌
媚
各
爭
先

爪

牙

與
羽
翼

儔
侶
日

滋
繁

且

謂

失
此

時齧
群
噪
逞
所
欲

四

境
自
騒
然

此
鳥
本
微
賤

貧
狡
比

烏
鳶瀏鑞

　
　
　
　
　
　
く

ら

毛
彩

人
を
し

て

眩

ま

し

む

自
ら

鳳

凰
の

使
と

稱
し

頗
る

能
く

威
權
を

張
る

　
　
そ

ば
だ

　
　
　

　

　
　
　
　
お

ど

身
を

嚢

て

て

鶩
輩
罐
晴
し

毛
を
刷
き

て

鷏
班
に

狎
る

雜
禽

武
を
接
し

て

至

り

嬌
媚

各
お
の

先
を
爭
ふ

爪

牙

と
羽

翼
と

儔
侶

日
び

滋

繁
す

且
つ

謂
へ

ら
く
此
の

時

を

失
は

ば

枦
れ
の

日

力

美
魚
に

　

カ
ん

と

　
　
　
　
　
　
　
た
く

ま

群
噪

欲
す
る

所
を

逞

し

う
し

四

境

自
ら

騷

然
た

り

此
の

鳥
本
微
賤
に

し

て

貧
狡
な
る

こ

と

烏
鳶
に

比

ナ

既
許

居
樞
要

　
　
既
に

樞
要
に

居
る

を
許
さ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

誰
禁
播
兇

殘

君
自
百

禽
長

勿
惑
姦
鳥
言

誰
力

兇
殘
を

播
く
を

示、
・

ん

君
自
ら
百

禽
の

長

姦
烏
の

言
に

惑
ふ

こ

と

勿
れ

　
こ

れ

は

太

平
の

瑞

鳥
を
姦
鳥
と

対
比

さ
せ

る

詩
で
、

権
力
の

象

徴
で

あ
る

鳳
凰
が

現
れ

た

時
に

は
、

ど

ん

な
烏
で

も

近

寄
っ

て

く

る
も
の

な
の

で
、

鳳

凰

は

悪
い

鳥
の

話
に

惑
わ

さ
れ
な
い

よ

う
に
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し

て

ほ

し

い

と
い

う
内
容
が

詠
わ

れ

て
い

る
。

「

且

謂

失
此

時
、

何

日

飽
美

鮮
」

の

二

句
は

、

良
い

時
期
を
見

逃
し

た

ら
、

も

う

新
鮮

な

肉
が

食
べ

ら

れ
な
く

な

る

だ

ろ

う
と
い

う
警
告
、

そ

し
て

、

「

既

許

集
廚

廩
、

誰
禁
恣
噬

呑
。

既
許
居

樞
要

、

誰
禁
播
兇

殘
」

の

四

句
は
、

一

旦

悪
い

者
を

任
用
す
る

と
、

取
り

返

し

が

つ

か

な

く
な

っ

て

し

ま

う
と

い

う
訓
戒
で

あ

る
。

こ

の

六

句
は

、

あ

ま

り

雅
な

表

現
で

は

な
く

、

詩

の

品

格
を

保
つ

た

め

に
、

削
除
し

た

も
の

と

考
え

ら

れ

る
。

・

第
9
首

朝
翔
鷺
社
側

夕
止

鷄
桀
邊

竦
翩

且

張
觜

瞿
瞿

徼
釁
端

本
欲
肥

其
驅

非
爲
酬
君
恩

本
欲
美
其
室

非
爲
救
下
民

弱
羽

亦
何
罪

曉
曉
心

膽
寒

吐
己

口

中
食

供
渠
盤
上

餐

不
然
觸
其
怒

覆
集
難
再
全瀏 「

有
烏
三

首

有
感
而
作
」

　

　
　
　

　
　

其
二

　

　
　
　

　
　
　

　
と

朝
に

は

鷺
社
の

側
に

翔
び

汐
艇

淋

蜘
桀
の

邊
に

吐

鮭
％

翩

を

竦

か

し

且
つ

觜

を

張

り

　

　
　
　

　
　
　

む

か

瞿
瞿
と

し
て

釁
端

を

徼
ふ

本
は

其
の

躯
を
肥

や

さ

ん
と

欲
し

君
恩
に

酬
ゆ

る
爲

に

非
ず

本
は

其
の

室

を
美
し

く
せ

ん

と

欲
し

下
民
を

救
ふ

爲
に

非
ず

弱
羽

亦

た

何
の

罪
か

あ
る

曉
曉
と

し

て

心
膽
寒
し

己

の

口

中
の

食
を

吐
き

か

れ渠
を

盤
上

の

餐
に

供
す

然
ら

ず
ん
ば
其
の

怒
に

觸
れ

　

　
　
　

ま
つ
た

覆
巣

再
び

全

か

り
難
し

各
自

禍
を

免
れ
ん

と
薹

る

喙
息

誰

得
安劉

寧
知

巧

智
根飄

羅
捕
竟
應
難

願
借
鸚
鵡
舌

一

言
發
其
姦

願
借
鶻
鷲
爪

】

撃
肉
其
肝

寧
ぞ

巧
智
の

根

を

知
ら
ん

や

願

は

く
ば

鸚
鵡
の

舌
を
借
り

；
己

も
て

其
の

姦
を

發
せ

ん

願

は

く
ば
鶻
鷲
の

爪

を
借
り

一

撃
も
て

其
の

肝
を

肉
に
せ

ん

　
こ

の

詩
は

、

全

体
を

通
し

て

当
時
政

権
を
握
っ

て

い

た

者
に

対

す
る

不
満
の

気

持
ち

を

表

し

た

詩
に

な
っ

て
い

る
。

畳
語

や

繰
り

返

し

の

表
現
な

ど

を

使
い
、

民

謡
風

に

作
ら
れ

て

い

る

の

も
一

つ

の

特

徴
と

言

え

よ
う

。

そ
の

中
、

「

各

自
謀
免
禍
、

喙
息
誰
得
安

。

君
栖
碧
梧

枝、

寧
知
巧

智

根
。

計
成
一

飽

颶、

羅
捕
竟
應

難
」

の

六

句
は
、

「

鳥
た

ち

が

み
ん

な
明
哲
保
身
を
考
え

て
、

毎
日

戦
々

恐

々

と

し

た

日
々

を

送
っ

て

い

る
。

あ

な
た

は

高
い

位

に
い

る
の

に
、

な
ぜ
こ

の

よ

う

な

悪
い

性

質
を

持
っ

て

い

る
の

だ

ろ

う

か
。

結
局

取

れ

る

分
だ

け

全

て

盗
ん

で
、

そ
の

後
で

逃
げ
る

つ

も

り

な
の

だ

ろ

う
。

逃
げ
去
っ

た

ら
誰

も
あ

な

た

を

捕
ま

え

る
こ

と

は

で

き
な

い

か

ら
」

と
い

う
意

。

こ

れ
は

赤

裸
々

に

残

虐
な

統
治
者
を

批
判

し

て

い

て
、

表

現
自
体
が

あ
ま

り

雅
と

言
え

ず
、

ほ

か
の

部
分
と

調
和
し

て
い

な
い

と

感
じ

て
、

削

除
し

た

の

で

は

な
い

か

と

思

わ

れ

る
。
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・

第
10
首

姦
鳥
多
種
類

相
呼
互

攀
援

悪
水
溢
其
傍

腐
鼠

滿
其
前

烏
鳶
方
得
意

暖
喋
日

囂
喧

鬼
雀
謂
仙
鶴

何
獨

甘
辛
酸飄覊 「

有
鳥
三

首

有
感
而

作
」

淒
淒
守
賤
辱瀏翻覊

昂
昂

背
流
俗鑞

不

如
降
其
志

從
我
且

翩
翻

小
以

飽
芳
餌

大
以

乘
華
軒

仙
鶴
不
能
答

垂
翅
再
三

嘆

誰
識

凌
霄
姿

元
自
厭
腥
膿

　
　
　
　

　
　

其
三

姦
鳥

種
類
多
く

相
ひ

呼
び

て
互

ひ
に

攀
援
す

惡
水

其
の

傍
に

溢
れ

腐
鼠

其
の

前
に

滿
つ

　
　
ま

さ

烏
鳶

方
に

意
を
得
て

暖
喋

日

び

器
喧
た

り

鬼
雀

仙
鶴
に

謂

ふ

何
ぞ
獨
り

辛
酸
に

甘
ん

ぜ

ん

や

如
か

ず
其
の

志
を

降
し

我
に

從
ひ

て

且
つ

翩
翻
た

ら
ん

に

は

小
に

し

て

以
て

芳

餌
に
飽

き

大
に

し

て

以
て

華
軒
に

乘
ら
ん

と

仙

鶴

答
ふ

る
こ

と

能
は

ず

翅
を
垂

れ

て

再
三

嘆
ず

誰
か

識
ら
ん

湲
霄
の

姿

　
　

　
　
　
　
あ

元

自
ら
腥
膾
に

厭
か
ん

と

は

　
こ

れ

は

鶴
が

鳥
に

説

教
さ
れ

る

詩

で

あ
る

。

毎
日

汚
れ
水
と

腐

鼠
を

食
べ

物
に
し
、

簡

単
に

生
活

を
維

持
す

る

烏
や
鳶
は
、

志

の

高
い

鶴
に

、

「

あ
な
た

も
今
の

意
気
高
く

世
俗
を

無

視
す

る
。

頑
固

な
生

き
方
を
止
め

て
、

我
々

の

よ

う
に
、

志
操
を

低
俗
化
に

す
べ

き

だ
。

そ

う
し
た

ら
、

飢

え

に

も

生

活
に

も
憂
え
る
こ

と

は

な
い

だ

ろ

う
」

と

勧
め

た
。

冒

頭
か

ら
の

二

十

句
は
全

部
烏
の

描

写
で

、

鶴
の

部

分
は

最
後
の

四

句
し
か

な

い
。

そ
の

上
、

「

羣

情
異
所
趨、

念

慮
在
顯

尊
。

淒
淒
守
賤
辱
、

何
須
才

與
賢

。

百
物
殊
所
營

、

憂

虞
在
饑
寒

。

昂

昂
背
流
俗

、

無

迺
愚

且

頑
」

の

八

句
は

雅
な

表
現

で

は

な
く

、

詩
全

体
の

雰
囲
気
も

暗
く

感
じ

さ
せ

る
。

そ

こ

で
、

兪
櫨
は

鳥
の

説
教
の

中
か

ら
、

こ

の

八

句
を
削
除
し

た

と

思
わ

れ

る
。

・

第
38
首

「

開

元
琴
歌

西

山

先
生

宅

同

諸

子
分

賦
席
上

器
玩

余

得

此
」

雷
珪

之
琴
希
代

寶

見
今
珍
藏
在
何
邊

大

和
古
刹
富
古
器

不

許

世
人
容
易
看

千

請
萬
懇

誰
開
庫

源

生
奇
士

得
奇
縁

黝
髴
半
剥
梅
花
斷

冰
色
偏
昏
流
水
絃

書
日

於
九

龍
縣
造

雷
珪
の

琴
は

希
代
の

寶

げ
ん

こ

ん

見

今

珍
藏
し

て

何
れ
の

邊
に

か

在
る

大
和
の

古

刹

は

古
器
に

富

む
も

許
さ
ず
世
人
の

容

易
に

看
る

を

千
請
萬
懇

誰
か

庫
を

開
き
し

源
生

奇
士

奇

縁
を

得
た

り

　

　
　
　

は

黝
傑

半
ば
剥
げ
て

梅
花
斷
え

　

　
ひ

と
　
　
　
く

ら

冰
色

偏

に

昏
し

流
水
の

絃

書
し

て

日

ふ

「

九

龍
縣
に

於
い

て

造
る
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開
元

十
二

乙

丑

年

選 從
一

勝 腹 清 廣

匠 此 、 流 背
9

濁 狹
擇 四 ノ 相

一
歸 一

ア 脩
本 方 口 傳

一
短

不
応

藉
、
典 亟

惜 偐 藉 雅 刑 經 自 自
錢 造 然 一 始 彈

此

琴
當
代
稱
難
得

何

論
五

季
二

宋
問

不

意
殊
域
萬
里

外

永
鎖
鳳
象
在
荒
山

後
千
餘
歳
遇

知
己

始

將
峩
洋
布
人
寰

此
の

琴

當
代

得

難
し
と

稱
す

何
ぞ
論
ぜ

ん

五

季
二

宋
の

間

お

も意

は

ざ
り

き

殊
域

萬
里
の

外

　

　
　
　
　
と
ぎ

永
く
鳳
象
を

鎖
し
て

荒
山
に

在
ら
ん

と

は

後
千
餘
歳

知
己

に

遇
ひ

　

　
　
　

　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し

始
め
て

峩
洋
を

將
っ

て

人
寰
に

布
く

樂 中 國 糸
律 口 無 吾
和 異 皇
協 化 姓 統
所 號 垂
儀 隆 世 無
端 盛 官 極

樂 中 國 糸
∠

古 に れ
は の 異 口

和 姓 が

協 化 無 皇

し は く 統
面 隆 9 紐

儀
は

端

し

と

號
し

　
一， 

ぞ
官
を

世

擺
に

垂

れ

よ
に
す’

無
乃
靈
物
尋

靈
地

　
乃

ち
靈
物
の

靈
地
を

尋
ね

有 及 乘
彳， 至 桴
毛 騒 遙、

韮 向
漸 深 日

循 晦 東
環 迹 天

ら

ん

や

劃
欄
　
先
生
の

蓄
ふ

る

所

も
那

た

雷
樣

ー
余
今

對
此
心

多
感

長
句
不
覺
醉
語

顛

維
昔
李
唐
全

盛

日

歳
修
鄰
好
通
使
舩

滄
波
浩
蕩
如
衽
席

生

徒
留
學
動
百
千

吉
備
研
究
盧
鄭
學

朝
衡
唱
酬
李
杜
篇

此

時

典
籍
多
越

海

豈
止

服
玩
與
豆

篷

一

朝
胡
塵
塞
道

路

彼
此

消
息
雲
濤
懸

鴉
兒
北
歸
郡

國
裂

白
雁
南
渡
衣
冠
殫

我
亦
王

綱
一

解
紐

五

雲
迷
亂
兵
燹
煙

壇
浦
魚
腹
葬
劍
璽

芳
河
花
草
埋
錫

鸞

禍
水
有
源
言
之

醜

涓
滴
積
成
百

尋
淵

爾
來
豪
右
耽
爭
闘

人
枕
銀

冑
席
金

鞍

文
物
灰
滅
無
餘
燼

鐘
籏
羊
存
屬
等
閑

ー
余
は

今

此
に

對

し
て

心

に

感
ず
る
こ

と

多
し

長
句

覺
へ

ず

醇
語
の

顛
す
る

を

雛
れ

昔

李
唐
全
盛
の

日

　
　

か

よ

歳

ど

し

鄰
好
を

修
め

て

使
舩
を

通

は

す

滄
波
浩

蕩

衽
席
の

如
く

　

　
　
　
　
や

や

生

徒
の

留

學

動

も
す
れ

ば

百

千

吉

備
研
究
す

盧
鄭
の

學

朝
衡
唱
酬
す

李
杜
の

篇

此
の

黠

典
籍

多
く
海
を
越

ゆ

豈
に

止

に

服

玩
と

豆

篷
と
の

み

な
ら
ん

や

　

　
　
　
　

　
　

ふ

さ

　

朝

胡
塵

道
路
を

塞
ぎ

　

　
　
　
　

　
　
は

る

彼
此
の

消
息

雲

濤
懸

か

な
り

鴉
兒

北
に

歸
り

て

郡

國
裂
け

　

　
　
　
　

　
　
　

　
つ

白
雁

南
に

渡
り

て

衣
冠

殫
く

我
も
亦
た

王

綱
｝

た

び

紐
を

解
き

五

雲
迷
亂
す

兵

燹
の

煙

壇

浦
の

魚

腹

劍
璽
を

葬
り

芳
河
の

花
草

錫

鸞
を
埋

む

禍
水
に
は

源
有
り

之

を
言
へ

ば

醜
な

り

涓
滴
も
積
も
り
て

百
尋
の

淵
を

成
す

　

　
　
　
　

　
　

ふ

け

爾
來

豪
右

爭
闘
に

耽
り

人
は
銀

胃
を

枕
に

し

金
鞍
を

席
と

す

文

物
は

灰
滅

し
て

餘
燼
無
く

鐘

筴
は

羊
存
す
る

も
等
閑
に

屬
す
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娼
妓

滔
歌

將
校
帳

俳
優
戲
舞
王

侯

筵

最
恨
軍
府
創

新
式

衣
斷
雙
袖
頭
免
冠

雅
變
風
變
同
一

轍

時

往
事
往
誰
追
還

指
干

A
コ
日

升
正

ー

人
 

灯
十
口

朝
野

往
往
出

才
賢

若

教
清
廟
陳

瑚
鏈

重
見

薫
風

被
山
川

撫

罷
悵
乎
襲
緑
服

松

聲
斷

續
冬
夜
闌

娼
妓
は
淫
歌
す

將
校
の

帳

俳
優
は

戯
舞
す

王

侯
の

筵

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
は
じ

最
も

恨
む

軍

府
の

新
式

を

創
め

衣
は

雙
袖
を

斷
ち

頭
は
冠
を

免
ず

る

を

雅
變
風
變
は

同
一

の

轍

時
は

往
き

事
は

往
き

誰
か

追
還
せ

ん

幸
ひ
に

今
は

昇
平
に

し

て
人

は
古

を

好
み

朝
野
は
往
往
に

し

て

才
賢
を

出
す

も

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
の

若
し

清
廟
を

し
て

瑚

嗹
を
陳
べ

し

む

れ
ば

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
お

ほ

重
ね

て

見
ん

薫
風
の

山

川

を

被
ふ

を

　
　
や

撫
し

罷
み

て

悵
乎
と
し

て
緑

服
を

襲
へ

ば

　
　
　

　
　
　

　
　

た

け

な
は

松
聲
は

斷
續
し

て

冬
夜

闌

な
り

　

「

開

元
琴
」

と

は
、

唐
の

玄

宗
皇

帝
の

開
元

年

間
に

雷
珪

が

作

っ

た

と
さ
れ

る

有
名
な

琴
を
さ

す
。

そ

れ

が

日

本
に

伝
わ
っ

て

き

て
、

法
隆
寺

に
収

蔵
さ
れ

て

い

た
。

西

山
先

生

は

こ

の

開
元

琴

を

模
造
し

て

自
宅
に

展
示
し

て

い

た

と

い

う
。

詩

全

体
は
、

前

半
部

分
で

中

国
の

名

琴
が
日

本
に
伝
わ
っ

た

こ

と

か

ら
詠
い

始
め
、

後

半
は

目

中

両
国
交

流
の

歴

史
に

つ

い

て

詠
じ

る

と
い

っ

た

構

成
に

な
っ

て
い

る
。

そ
の

中
の

「

廣
狹
脩
短
手

自
量

、

清
濁
吟
揉

手
自

彈
。

摸
貌
歸
家
亟

經
始、

腹
背

＝

典
刑
全

。

勝
流
相
傳
稱
雅

舉
、

一

時

衆
口

藉
藉
然

。

從

此
四
方

爭
傚
造

、

選

匠

擇
材
不

惜
錢
」

の

八

句
は

、

日

本
の

琴
作
り
の

名
人
が

唐
の

雷
琢

の

琴
の

幅
を

実

際

に

手
で

量
っ

た

り
、

弦
の

感
触

を
手

で

感
じ

た

り
、

大

金

を
費
や

し

て

本

物
と

見
分

け
が
つ

か

な
い

ほ

ど

素
晴
ら
し

い

模

造
品

を
作

り
出
し

た

こ

と

を
い

う
。

琴

を

模
造
す
る

具

体
的
な

過
程
の

描
写

は
、

他
の

部

分
と

異

質
で

あ
り
、

こ

の

詩

全

体
の

優
れ

た

格

調
を

損
い

か
ね

な
い

の

で
、

削
除
し
た

の

で

は

な
い

か

と

考
え

ら
れ

る．、

　
ま

た
、

「

維
吾
皇

統
垂

無
極

、

國

無
異
姓
仕
世
官

。

中
古
教
化
號

隆
盛

、

樂
律

和
協
禮

儀
端

。

無
乃

靈

物
尋
靈
地
、

乘
桴
遙
向
日

東

天
。

及

至

騷
擾
深

晦
迹
、

有
待
時

運
漸
循
環

。

先
生
所

蓄
亦
雷
樣、

音
其
古
淡
貌

其
妍
」

の

十
句
は
、

唐
代
の

素
晴
ら

し
い

琴
は

素
晴

ら
し
い

土

地
を

求
め

る

た

め
、

わ

ざ
わ
ざ

海
を

渡
っ

て

日

本
に

や

っ

て

き

た
の

だ

と
い

う
こ

と

を

述
べ

て

い

る
。

兪
櫨
は

、

清
朝
の

文

人
と

し

て
、

当
然
「

天

下
大
国
」

の

誇
り
を

持
っ

て

い

る
の

で
、

こ

こ

に

挙
げ
た

よ

う
な
、

日

本
を

中

国
よ

り
も

優
れ

て

い

る

と

見

な

す
表
現
を
認

め

る
こ

と

が

で

き

ず
、

削
除
し

た

の

で

は

な
い

か

と

思
わ

れ

る
。

　
　

　
お

わ
り

に

　

以
上

、

兪

極
が

菅
茶
山
の

詩

に

対

し

て
、

ど

の

よ

う

な

修
改
を

行
っ

た
の

か

に

つ

い

て

見

て

き

た
。

ま

と

め

る

と
、

以

下
の

二

点

を
指
摘
す
る
こ

と

が

で

き

る
。

　
ま

ず

第
一

に
、

日

本

人
は

漢
詩
を

作
る

際
に

、

漢
文

訓
読
に

よ

っ

て

詩

作
を
行
う

こ

と

が

多
い

た

め

に
、

平
仄

に

対
す
る

配
慮
が

行
き
届
か

な
い

こ

と

も

し

ば
し

ば
あ
る
の

で

は

な
い

か

と

思
わ

れ

る
。

押
韻

や
下
三

連
の

問
題
な
ど
、

細
か

い

部

分
に

対
す
る

配
慮

が

欠
け
る

こ

と

も
あ
る

。

特
に

、

日

本
の

漢
字
音
に

惑
わ

さ

れ

る

こ

と
。

例
え

ば

「

喜
」

と
「

衰
」

は
、

日

本
語

で

は

発
音
が

比

較

的
近
い

の

に
、

実
際
に

は

平
仄
が

全

く

異
な
っ

て
い

る
、

と
い

う
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こ

と

に

な

る
。

ま

た

仄

三

連
に

対

し

て

は

気
を

配
る
こ

と

が

で

き

て

も
、

中
国
人
が

最
も
嫌
う

平
三

連
に

は

気

付
か

な
い
、

と

い

っ

た

ケ

ー
ス

も

見
ら
れ

る
。

平
三

連
に

対
し

て

は
、

中
国
の

詩

人

は
、

仄
三

連
よ

り

更
に

嫌
う
と

言
わ

れ

て

い

る
。

仄
三

連
の

詩

は

中

国

の

詩
に

も
時
々

見
ら
れ

る

が
、

平
三

連
の

詩
は

ほ

と

ん

ど

見
る

こ

と

が

な
い

。

こ

う
し

た

問
題
に

対
し

て
、

兪

樋
は

全

く

躊
躇
す
る

こ

と

無
く
訂
正

を

加
え

て
い

る

と

言
え

る
。

　

次
に

、

表

現
に

つ

い

て

は
、

中
国
入
に

と
っ

て

使
い

慣
れ

て

い

る

表

現
パ

タ

ー
ン

や
、

馴
染
み
の

あ

る

語
句
の

組

み
台
わ

せ

方
が

あ

る
の

で
、

こ

れ
に

反
し

て

い

る

場
合
は
、

た

と

え
文

法
的
に

間

違
っ

て
い

な

く
て

も

違
和
感
を

生

じ

る

時
が

あ
る

。

例
え

ば
「

袖

茶
」

や、

「

牧

馬
群
」

な
ど

が

こ

れ

に

相
当
す
る

。

ま

た
、

「

則
」

を
入

れ
て

、

中
国

語
の

リ
ズ

ム

が

大
い

に

改

善
さ

れ

る

と

い

っ

た

例

も
あ
る

。

し

か

し
、

こ

う
し

た

中
国
語
の

リ
ズ

ム

は
、

漢
文

訓

読
で

読
む

時
に

は

全

く

反
映
さ
れ

る
こ

と

が

無
く
、

逆
に

日

本
人

に

と
っ

て

は
「

躍
れ
ば

則
ち

淵
に

在
り

飛
べ

ば
天

に

在
り

」

の

ほ

う
が

リ
ズ

ム

が
悪

く

感
じ

ら

れ

る

の

か

も
し

れ

な
い

。

こ

の

よ

う

な
、

詩
全

体
の

意
味

内
容
に

影
響
を

及

ぼ
さ

な

い

箇

所
に

対
し

て

も
、

兪

極
は

中

国
人
の

目
か

ら
見

て
、

よ

り

正

確
で

誤
解
を

招
か

な
い

よ

う
に
、

ま

た

意
味
が

曖
昧
に

な

ら

な

い

よ

う

に
、

と
い

っ

た

観
点
か

ら
語

句
の

レ

ベ

ル

で

修
改

を

行
っ

て
い

る
。

　

そ

し

て

勿
論

、

詩
句

削
除
の

所
で

挙
げ
た

よ

う

に
、

詩
全

体
に

影
響
を

与

え

る

修

改
の

例
も
あ
る

。

他
の

部
分
と

比
べ

て

表

現
が

雅
で

な
い

、

或
い

は

前
後
と

比
べ

て

格
調
の

面

で

落

差
を
生

じ

て
、

詩
の

雰
囲
気
を

落
と

す

部
分
や
、

詩
の

主

題
で

は

な

い

あ
る
一

部

分
の

描
写
が

細
か

す

ぎ

た

り

と
い

っ

た

箇

所
に

対
し

て

は
、

詩

全

体
の

品
性

を
保
つ

た

め

に
、

兪

褪
は

思
い

き
っ

て

数
句
単
位
や
一

段
落
丸
ご
と
の

削
除
を

行
っ

て

い

る
。

　
た

だ
、

他
の

日

本
漢
詩

人

と

比
べ

る

と
、

菅
茶
山

詩

に

お

け
る

兪
極
の

修
改
箇

所
に

は
、

文

法
的
な

訂
正

が
非

常
に

少
な
く
、

こ

の

こ

と
は

菅
茶

山
の

中

国
古
典
詩

に

対
す
る

造

詣
の

深
さ

を
示

す

も
の

と

言

え
る

で

あ

ろ

う
。

ま

た

兪
極
は
、

菅

茶
山
詩
に

対
し

て

詩
句

削

除
を
比

較
的
多
く
行
っ

て

お

り
、

そ

れ

は

訂
正

と

い

う
よ

り

も
、

む
し

ろ
詩
全
体

の

雰

囲

気

や
、

格

調
を

保
つ

た
め

の

修
正

で

あ

ろ
う
と

考
え

ら

れ

る
。

　

で

は
、

そ

の

他
の

詩

人
の

作
品

に

対

し

て
、

兪

極
は

ど

の

よ

う

な

修
改
を

行
っ

た
の

だ

ろ

う
。

今
回
、

菅
茶
山

に

見
ら

れ

た

の

と

同
じ

よ

う

な
基

準
に

基
づ

い

て

い

る
の

か
、

或
い

は

異
な
っ

て
い

る
の

か
、

こ

の

問
題
に
つ

い

て

は

『

東
瀛
詩
選
』

全

体
の

修

改
箇

所
を

見
る

必

要

が
あ

り
、

そ
の

上

で
、

兪
褪
の

修
改
方
針
が

明
確

に

な

る

も
の

と

思
わ

れ
る

。

今
後
は

、

菅
茶

山

以
外
の

詩

人
に
つ

い

て

も

『

東
瀛
詩

選
』

と
の

校
勘
を

行
い
、

こ

れ
に

よ
っ

て

兪
極

の

日

本
漢
詩
に

対

す
る

と
ら

え
方

を
明
ら

か

に

で

き

れ

ば
と

考
え

て

い

る
。

注

（
1

）

『

東

瀛
詩
選
』

巻
十
一

に

採
録
さ
れ

て

い

る
、

菅
茶

山
詩

は
、

次
の

　
通

り
で

あ
る

。

上

の

第
○

首
は

『

東
瀛
詩
選
』

所

収
の

菅

茶
山
詩
の

配

　
列

番

号
を
示
し
、

（
）

内
は

『

黄
葉
夕

陽
村

舎
詩
』

の

詩
に

巻

数
ご

と

　
の

配
列
順
を

付
し

た

も
の

で

あ
る。
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．

第
1
〜
5
首

「
感
事

贈
拙
齋

先
生
」

其
一

〜

其
五

（

前

編
巻
一

6
・

　
　
　

7
・

8
・

9
・

10
）

・

第
6
〜
7
首
「
寄

肥
後

薮
先
生
」

其
｝

〜

其
二

（
前

編
巻
一

H
・

12）

・

第
8
〜
10
首
「

有
鳥
三

首
有
感
而

作」

其
→

〜

其
三
（
前
編

巻
一

15
・

　
　
　

16
・

17）

・

第
11
首
「
御
領
山
大
石

歌
」

（
前
編
巻
一

20
）

・

第
12
首
「
送
別
」

・

第
13
首
「
松
間
」

・

第
14
首
「
耕
牛
」

・

第
15
首
「

龍
盤
」

・

第
16
首
「
春

郊
」

・

第
17
首
「
山

居
」

・

第
18
首
「

狂

痴
」

・

第
19
首

・

第
20
首

「

時
情」

・

第
21
〜
22
首

・

第
23
首
「
偶

作」

「
吉
備
公

廟
」

「

江
州
」

（
前
編

巻
一

30
）

（
前
編

巻
一

34）

（
前
編
巻
一

43
）

（
前
編
巻
一

44）

（
前
編
巻
一

46
）

（
前

編
巻
一

47
）

（
前
編
巻
一

48
）

　
　（
前
編

巻
一

50）

（

前

編
巻
一

51
）

　

其
一

〜

其
二

（
前
編

巻
一

（
前
編

巻
一

61
）

52
・

53）

・

第
24
〜
25
首
「

上

成
川
上

即
事
二

首
」

其
一

〜

其
二

（

前
編
巻
一

67
・

　
　

　

68
）

・

第
26
首
「
歳
杪
寄
中
山
子

幹
」

（
前

編
巻
一

91
）

・

第
27
首
「

麗

讌
」
（

前
編
巻
二

8
）

・

第
28
首
「

瑛
磯
」

（

前
編
巻
ニ

ー1）

・

第
29
首
「

村
亭
」

（

前
編
巻
ニ

ー2）

・

第
30
首
「
呈
大

肇
上

人

兼
寄
林
元
隆
」

（

前
編
巻
ニ

ー6
）

．

第
31
〜
32
首
「
行

路
難

爲
某
生

作」

其
一

〜

其
二

（
前
編

巻
二

35
・

　

　

　
　
36
）

・

第
33
首
「
幽
斎
」

（

前
編
巻
二

42）

・

第
34
首
「

偶
成
」

（

前
編
巻
二

59）

・

第
35
首
「
柏
谷
途
中
」
（
前

編
巻
二

68）

・

第
36
首
「
田

家
」

（
前
編
巻
二

79）

・

第
37
首
「
笨
車
」
（
前
編
巻
三

3
）

・

第
38
首
「
開
元
琴
歌
西

山

先
生

宅
同

諸
子

分
賦

席
上

器
玩

余
得
此
」

　

　

　
　
（
前
編
巻
三

39）

・

第
39
首
「
即
事
」
（
前
編
巻
三

42
）

・

第
40
首
「

丁

屋
路
上
」

〔
前
編
巻
三

54）

．

第
41
〜
42
首

「

夏

日
即
事
」

其
一

〜

其
二

（
前
編
巻
四

1
・

2
）

・

第
43
首
「
望

野
聞
内
海
感

源
典
廐
作
」

（
前
編
巻
四

50
）

．

第
44
首
「
蠣
崎
公

子

將
還

松
前
攜

具
圓

山
宴
別

諸

子
席
上

有

詩
次

韻

　

　

　

以
謝
時

余
亦
西
歸
」
（
前
編

巻
四

67）

ド

第
45
首
「
病
後
松

虞
臣
來
訪

分
得
韻
蕭
」
（
前
編
巻
四
85
）

・

第
46
首
「
三

月
盡
日

同
諸
子
賦

分
得
斜
字
」

（
前
編
巻
四

88）

．

第
47
〜
48
首
「
侠
客
二

首
」

其
一

〜
其
二

（
前
編
巻
四

93
・

94
）

・

第
49
首
「
浦
子
荒

將
探
九

州

諸
勝
留
宿
草

堂
有
詩
見
贈
次

韻
以
酬」

　

　

　
　
（
前
編
巻
四

95）

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　

エ

・

第
50
首
「
次
光
師

韻
」

（
前
編

巻
四

2）

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　

1

・

第
51
〜
55
首

「

城
傍
曲
五

首
」

其
】

〜

其
五

（
前

編
巻
五

29
・

30
・

　

　

　

31
・

32
・

33
）

・

第
56
首

「

題
李

溪
居
士

擬

古
詩
巻

後
應
頼
千

秋
需」
（
前

編
巻
五

63
）

・

第
57
〜
58
首

「

赤

馬

關
懐
古
」

其
一

〜

其
二

（

前
編
巻
五

64
・

65
）

・

第
59
首
「
備
後
三

郎
題
詩

櫻
樹
圖
」

（
前
編
巻
五

73）
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・

第
60
首

「

長
門

楊
井

謙

蔵
袖
詩

見

訪

次
韻

以

謝
」
（
前

編
巻
五

〇5
）

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
1

・

第
61
首
「

家
弟

没
後
得
六

如
上

人

書
」

（
前
編
巻
五

22
）

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

1

。

第
62
首
　「
富
士

圖
」
　
（亠
則

編
…

巻亠
ハ

H
）

・

第
63
〜
64
首
「
尋

涼
二

首
」

其
一

〜
其
二

（
前
編
巻
六

15
・

16V

・

第
65
首
　「
諸

葛
武
侯
像
」

　
（

亠

則

編
巻亠
ハ

器）

・

第
66
首
「
九

日

與
道
光

上

人

話
舊
上

人

有
詩

次
韻

賦
呈
」

（
前
編

巻

　

　

　

六

42）

・

第
67
首
「

黄
安
跨
龜
圖
」

（
前
編
巻
六
63
）

・

第
68
首
「
問

妹
病
途
中
作
」

（
前
編
巻
八

28
）

・

第
69
首
「

西
林
寺
詩
會
分

得
韻
東
一
（
前
編
巻
八

44
）

・

第
70
首
「

浦
島
子

歸
家
圖
」

（
前
編
巻
八

51
）

・

第
71
首
「

元
日

」

（

前
編
巻
八
73
）

・

第
72
首

「

茶

梅
」

（
前
編
巻
八

81
）

・

第
73
首
「

中
秋
無
月
有
期
不
至
賦

此
代

柬」
〔
後
編
巻
一

17
）

・

第
74
首
「

春
日
出

遊
寄
道
光
師
」
（
後
編
巻
一

22
）

・

第
75
首
「

横
尾
途
上
」

（
後
編
巻
一

29
）

・

第
76
首
「

故
福
山

侯
聰
敏
公

廟
」

（
後
編
巻
一

38
）

・

第
77
首
　「
龜｛
井
空

石跏
速

自
江一
尸

賦←
贈」
　（
後
編
巻
一

60
）

・

第
78
首

「

偶
檢

巾
箱

得
亡

友
藤

井

蘭
水

菅
波
子

裕
松

井
子

瑙
高
見
新

　

　

　

助
書
悽

然
賦
此
」
（
後

編
巻
一

75
）

・

第
79
首
「

肥
後

本
田

子

征
對

馬
吉

松
千

里
將
遊
洛

過
余

雷
宿
分

得
饋

　

　

　

歌
」

（
後

編
巻
一

88
）

・

第
80
首
「

雁
」

（

後
編
巻
一

〇3
）

・

第
81
首

「

日
聞

即
事
」

（
後
編
巻
ニ

ー9
）

・

第
82
首
「

小
景
」
（
後
編
巻
二

22）

・

第
83
首
「
晩

翠
堂

壽
筵
余
事
牽
不
得
會
賦
謝
」
（

後
編
巻
二

31）

・

第
84
首
「
偶
作」
（
後

編
巻
二

89）

．

第
85
首
「

西
姫
二

子

將
有
三

原
之

行
走
筆

賦
贈
」
（
後

編
巻
二

97
）

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

・

第

86
〜
87
首
「
村
居
二

首
」

其
一

〜
其
二

（
後
編
巻
二

99
・

0
）

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

1

・

第
88
首
「
蘓
屬
國

海
上

持
節

圖
」

（
後
編
巻
二

26）

　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
　

1

・

第
89
首
「
午
日
」
（
後
編
巻
三

18
）

・

第

90
首
「
寄
題
逢
原
堂
」
（

後
編
巻
三

21）

・

第
91
首
「
同

君
亮
子
成

賦
分
得
蘭
字
」

〔
後
編
巻
三

25）

・

第

92
首
「
早

春
雜
詩
」
（
後

編
巻
三

48
）

・

第
93
〜

97
首
「

先
妣
十
七

回

忌
祭

從
郷

例
行
香

涙
餘
賦

此
五

首
」

其

　
　
　
　一

〜
其
五

〔
後

編
巻
四
3
・

4
・

5
・

6
・

7
）

・

第
98
首
「

贈
菅
子
行
情
見
乎
辭」
（
後
編
巻
四

H
）

，

第
99
首

「

寄
道
光
上
人

在
京
」
（
後
編

巻
四
33
）

　

　

・

第
0
首
「

溪
上

晩
編
」
（
後
編
巻
四
91
）

　
　
11

．

第
10
首

「

秋
柳
分
殘

照
西

風

白

下
門

句

爲
韻
余
得
白
字
」
（
後
編
巻

　
　
　

四

轡

・

第
麗

首
「

與
佐
藤
子
文
同

往
中

條
路
上

口

號
」
（
後

編
巻
四
 
）

・

第
03
首
「

人
日

與
諸
子

分

勝
裡
金
花

巧

耐

寒
句
爲
韻

得
巧
字
」
（
後

　
　
1

　
　
　

編
巻
五

2
）

・

第
贈

首
「
五

月
以
藩
命
赴
東
都
邸
午
日

諸
子

來

餞
」

（
後
編
巻
五

15
）

・

第
05
首
「
攝
草
路
上
一
（
後
編
巻
五

19
）

・

第
06
首
「
石

場
路
上
」
（
後
編
巻
五

26
）

　
　
ユ

・

第
町

首
「

疊
原
韻
奉
呈
四

明

先
生
」
（
後

編
巻
五

49
）

。

第
08
首
　「
簡
谷
官
伺

山［」
　（
後
編
巻
六

12
）

　
　
ユ

・

第
……
首
「

上

巳
渉
大

猪
水
作

懐
伊
勢
藤

子
文
」
（
後
編
巻
六

38
）
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む

　
・

第
1
首
「

兔
原
道
中」
（
後
編
巻
六

54
）

　
　
　
11

　
・

第
1
首

「

赤
坂

路
上
」

（
後
編
巻
六

83
）

　
　
　
エ

　
・

第
12
首
「
二

月
廿
六

日
竹

田

器
甫
甲

原
元
壽
西

歸
因
憶
去

年
與
二

子

　
　
　
1

　
　
　

　

　
同
還

自

荏
都

亦
以

是
日

發

程

賦
此

送
別
」

（
後

編
巻
七

6
）

　
・

第
13
首
「

大

槻
元

澤
六

十
壽
言
」

（

後
編
巻
七
70
）

　
　
　
ユ

　
・

第
14
首
「

七

十
誕
辰
」

（
後
編
巻
七

89）

　
　
　
ユ

　
・

第
15
首
「

寄

大
藏
謙
甫
在
長

府
」
（

後
編
巻
七
34
）

　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　　
　　
ユ

　
・

第
16
首
「

伏
水
道
中
」

（
後
編
巻
八

28）

　
・

第
17
首
「

楠

公
墓

下
作
」

（
後
編

巻
八
44
）

　
　
　
ユ

　
・

第
18
首
「

清
明
簡
友
人
」

（
後
編

巻
八
76
）

　
　
　
ユ

　
・

第
19
首
「
呈

聽
松
上

人
」

〔
後
編
巻
八
28
）

　
　
　
ユ
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
　

　
　
　
　

ユ

　
・

第
20
首
「

新
年
」

〔
後
編
巻
八
47）

　
　
　
−
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　　
1

（
2
）

異
同
の

中
に

は
、

『

黄
葉
夕

陽

村
舎
詩
』

の

誤

植
を
修
正

し

た
と

思

　
わ

れ

る
も
の

、

或
い

は

『

東

瀛
詩

選
』

の

誤

植
と

思
わ

れ
る
も
の

が

あ

　
る

。

　
 
『

黄
葉
夕

陽
村
舎
詩
』

の

誤

植
を
修
正

し

た

と
思
わ

れ
る

も
の

　
・

第
1
〜
5
首
「

感
事
贈
拙
血
二

冖

齊］

先
生
」

其
　

〜

其
五

（
前
編
巻

　
　
一

6
・

7
・

8
・

9
・

10
）

↓
齋

　
・

第
26
首
（
前
編
巻
一

91
∀
「

歳
抄
寄
中

山
子

幹
」

↓

杪

　
・

第
43
首
〔
前
編

巻

四
50
）

「
望

野

間
内

海
感
源
典
廐
作」

…

太
原
遺

　
　

蘖
幸
雄
武

、

末
路
無
如
恣
跋
倒
倒

↓
扈

　
・

第
90
首
（
後
編

巻

三
21
）

「

寄
題
逢
原
堂
」

…

怪
君

逢
原
果
何
源

、

　
　

流
連
恐
將
蹈

素
餐
↓
原

、

陷

　
 
『

東
瀛
詩

選
』

の

誤

植
と

思
わ
れ
る

も
の

　
・

第

4
首
（

前
編

巻
「

9
）

「
感

事
贈

拙
齋

先
生
」

其

四
…

歸
來
抽
架

　
　

届
［

書］
、

獨

向
櫺

軒
讀
↓
眉
［
看］

　
・

第

24
首
（
前

編
巻
一

67
）
「
上

成
川

上

即

事
二

首
」

其
一

…

欲
問

呼

　
　

傍

人、

巳

被
歸
雲
隱
↓
榜

　
・

第
25
首
（
前

編

巻
一

68
）
「
上

成
川

上

即

事
二

首」

其
二

…

傍
人

知

　
　

我
意、

指

點
白

雲
間

↓
榜

　
・

第
35
首
（

前
編
巻
二

68
）
「

柏
谷

途
中
」

…

昇

剰
四

海
無

閑

地、

墾

　
　

破

窮
山
幾

疊
雲

↓
午

　
・

第
38
首
（

前
編
巻
三

40
）
「

開
元

琴
歌

西

山

先
生

宅
同

諸
子

分

賦
席

　
　

上

器
玩
余

得
此
」

…

後
千
餘
歳

遇
知
己

、

嫺
將
峩
洋
布

人
寰
↓
如

　
・

第
42
首
（
前
編
巻
四
2
）
「
夏
日

即
事
」

其
二

…

霜
毛
種
種

掻
頭
短
、

　
　

星

暦
匆
匆

轉
眼

更
↓
懸

　
・

第
69
首
（

前
編

巻
八

44
）
「

西
林

寺
詩

會

分
得
韻
東
」

…

清

朝

習
俗

　
　

年
相
變、

僻
地

人
文
日

向
隆
↓

戀
、

八

　
・

第
92
首
（
後
編

巻
三

47
）
「

早
春
雜
詩
」

…

鳥
語
知
星

圏
馴 、

風

光
入

　
　

野
村
↓
暦

（

3
）

『

東
瀛
詩

選
』

の

編
纂
の

経
緯
と

例
言
に

見
え

る
兪

樋
の

修
改

方
針

　
に

つ

い

て

は、

拙

稿
「

『

東
瀛
詩
選
』

中
廣
瀬
旭
荘
的
詩

ー
與
『

梅
嫐

　
詩

鈔
』

的
比

較

−
」

（
『

北

研
学
刊
』

第
二

号
、

二

〇

〇
五

年）

と
、

「

『

東

　

瀛
詩
選
』

に

お

け
る

兪
櫨
の

修
改
i

広

瀬

旭
荘
の

『

梅
燉
詩
鈔
』

と
の

　
比

較
を
通

し

て

　
」

（
『

中
国

学
研
究
論
集
』

第
一

六

号、

二

〇

〇
六

年）

　
を
参

照
。

（

4
）

『

東
瀛
詩

選
』

に
は

避
諱
を

改
め

て

い

な
い

箇
所
も
あ

る
。

　
・

第
76
首
（

後

編
巻
一

38
）

「

故
福
山
侯
聰
敏
公

廟
」

…

天

下
宗
齊
國、

　
　

門
材
封
楚
丘
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